
 

 

         

 

      未来にはばたけ！16人の創造者！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１８日（火）に令和６年度の卒業証書授与式が行われました。中学校の制服を

身にまとい、凛々しい姿の卒業生の瞳はとても輝いていました。 

式辞では、この一年を振り返って、この卒業生であったからこそ新しい伝統を創り

あげることができたことを話しました。一つは運動会の開催について。これまで行わ

れてきた秋での開催を春に変更しました。これは単に期日変更ということではありま

せん。6 年生としてリーダーシップを発揮すること、複数のやるべきことの優先順位

を見定めて準備するという非常に難しいことです。でも、教職員の話し合いで「この

学年ならできる」そう判断しました。修学旅行もそうです。東北方面から東京に変更

したこと、これまでのバスに揺られてみんなが一緒という形ではなく、自分たちで目

的地を定め、公共機関等を使って「学び」を行うという形に変えました。安全面から考

えると教職員が配慮すべきリスクが大きくなります。それでも「この学年ならできる」

と判断しました。保護者の皆様の理解もあり、子ども達は期待以上、学びを深めてく

れました。「変わる、変える」ということは非常に難しいことです。それらを見事に達

成した「新しい伝統の創造者」である卒業生。自信を胸に中学校生活を送ってほしい

と願っています。 

 戸沢小学校職員一同、16名の卒業生が中学校でも、ますます活躍することを期待し

ています。ご卒業おめでとうございます。 
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村田 紳 校長 

 3 年間、本当にお世話になりました。25 年ぶりに戸沢に戻ってきました

が、相変わらず「戸沢は人も地域も温かい」、そう感じました。教諭時代に育

てていただき、校長としても育てていただきました。戸沢は私の愛すべきふ

るさとです。ありがとうございました。 

(4 月から村山市教育委員会学校教育課教育指導室長として勤務) 

石垣 岳郎 教頭 

 ２年間、大変お世話になりました。子ども達、保護者の皆様、地域の皆様

の優しさや温かさに包まれながら、最高の時間を過ごさせていただきまし

た。この戸沢小学校・戸沢地域が大好きになりました。新天地でも、自分ら

しさを発揮しながら頑張っていきます。本当にありがとうございました。 

(4 月から村山市立冨本小学校教頭として勤務) 

 

木村 孝真 教諭 

 初任者として、初めて戸沢小学校に来てから 8 年間お世話になりました。

教師として右も左もわからない時から温かく迎えていただき、今の私がある

のは戸沢地区の皆様のおかげです。本当にありがとうございました。 

 

(4 月から尾花沢市立福原小学校教諭として勤務) 

 

菅原 春華 養護教諭 

 素直で元気な子ども達に毎日パワーをもらい、温かい保護者・地域の皆様

に支えられ、充実した６年間を過ごすことができました。この思い出は私の

教員人生において忘れられないものになると思います。戸沢小が大好きで

す。初任校が戸沢小で本当に良かった。今までありがとうございました。 

(4 月から東根市立神町小学校養護教諭として勤務) 

柴田 郁子 図書整理業務員 

 4 年間、本当にお世話になりました。 

 元気な子ども達と一緒に過ごした日々を忘れません。読み聞かせでも大変

お世話になりました。どこかでお会いしたときは声をかけてくださいね。 

 ありがとうございました。 

(4 月から村山市立大久保小学校図書整理業務員として勤務) 

 

 

小山真由美 学習サポーター 

  春は桜、夏は虫捕まえ、秋は収穫、冬はスキー、戸沢の四季が大好

きです。子ども達をサポートしながら、私が子ども達にパワーをもら

っていました。 

  4 年半、お世話になりありがとうございました。 

(4 月から村山市立冨本小学校学習サポーターとして勤務) 

 


